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（１）「長生き」から「健康で
．．．

長生き」へ

長野県簡易生命表（平成 22 年（2010 年））によると、長野県は平均寿命が男性 80.99

年、女性 87.42 年となっており、厚生労働省簡易生命表（平成 22 年（2010 年））の男性

79.64 年、女性 86.39 年を上回っています。 

一方、厚生労働省は、「子どもから高齢者まで全ての国民が共に支え合いながら、希望や

生きがいを持ち、健やかで心豊かに生活できる社会の実現」を目指すため、生活の質及び

社会環境の質の向上を目的として、平均寿命の延伸とともに、「健康上の問題で日常生活に

制限されることなく生活できる期間」とされる健康寿命※に従来に増して着目し、その延

伸や地域間の健康格差の縮小を実現することとしています。 

「長生き」を実現してきた長野県の健康に関する施策は、健康寿命を延ばすことにより、

住み慣れた環境でできるだけ長く健康で過ごせるよう、「健康で
．．．

長生き」へと更なる施策

の展開を図る必要があります。 
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健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間と定義されています。

（厚生労働省）

現在、健康寿命は３つの算出方法が厚生労働省から示されています。（単位:年）

①「日常生活に制限のない期間の平均」（Ｈ22 国民生活基礎調査） 

全国 男性:70.42 女性 73.62

長野県 男性:71.17（６位） 女性 74.00（17 位） 

②「自分が健康であると自覚している期間の平均」（Ｈ22 国民生活基礎調査）

全国 男性:69.90 女性 73.32

長野県 男性:70.76（10 位） 女性 73.56（20 位） 

③「日常生活動作が自立している期間の平均」（Ｈ22 介護保険の要介護度） 

全国 男性:78.17 女性 83.16

長野県 男性:79.46（１位） 女性 84.04（１位）

上記のとおり算出方法によって年数に違いがあることや、独自の方式で算定・公表して

いる地方自治体も存在していることから、国の考え方を踏まえ、どのような方式が適当か

検討することが必要です。

健康寿命とは 
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64第２節　基本的な方向性
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